
２１ Kami

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

りおとくん
　今９カ月になり色んなものに興味
が湧いています♪まだ舐めたり噛ん
だりするのが専門の僕ですが、お姉
ちゃんと積み重ねたりして楽しく遊
んでます(^^)

※香美市から木のギフトを受

け取られた皆さんからのご感

想、写真を募集しています。

　投稿者の氏名、写真、写真

に映っている方の名前(ペン

ネームで構いません)、感想

を、下記メールアドレスまで

お送りください。

レゼレゼゼゼゼゼゼゼゼ トトンントしてししして まままますすすすすす 詳し詳し詳詳し詳しくく

　５月８日、協同組合土佐刃物流通センターで鍛

冶屋創成塾入学式が行われました。今回、新たに

３期生として、３名の方が入塾されました。

　４月７日、令和５年３月末で行政相談委員を退任

された髙橋千惠さん（土佐山田町）に総務大臣感謝

状が贈呈されました。

　贈呈式は、香美市役所で行われ、依光市長立ち合

いのもと、高知行政監視行政相談センターの兵頭所

長から感謝状が手渡されました。

　髙橋さんは、平成２７年４月に総務大臣から委嘱

を受けてから、退任されるまでの８年にわたり行政

相談委員を務められ、市民と行政との懸け橋として、

行政に対する苦情や意見・要望などの相談を受け、

解決のための助言や、関係行政機関に対する連絡調

整などに尽力されました。

行政相談委員感謝状行政相談委員感謝状鍛冶屋創成塾３期生入塾式鍛冶屋創成塾３期生入塾式
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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青
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の
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と
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る
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が
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の
は
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だ
っ
た
の

で
、
江
戸
時
代
に
そ
れ
を
初
鰹
と
い
っ
て
珍
重
し
た
。

鰹
と
言
え
ば
土
佐
、
刺
身
に
タ
タ
キ
。
一
句
全
体
に

明
る
い
季
節
感
と
、
土
佐
人
の
心
意
気
も
詠
わ
れ
て

い
る
、
楽
し
く
心
弾
む
一
句
。

（
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初
鰹
（
夏
）
）

捥
た
て
の
曲
り
胡
瓜
を
手
土
産
に

知
合
い
を
訪
ね
る
た
め
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土
産
に
と
、
自
宅
で
栽

培
し
て
い
る
胡
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を
数
本
持
っ
て
行
く
事
に
し
た
。

少
し
曲
が
っ
て
い
る
物
も
あ
る
が
、
新
鮮
さ
が
何
よ

り
、
捥
た
て
で
あ
る
。
夏
の
日
差
し
と
胡
瓜
の
緑
、

日
常
の
さ
さ
や
か
な
情
景
と
人
情
の
機
微
が
詠
わ
れ

て
い
る
一
句
。

（
季
語
：
胡
瓜
（
夏
）
）

▲横山尚史さん

(大豊町出身)
▲伊藤正晴さん

(愛知県出身)
▲富永智也さん

(四万十市出身)


